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理念

1.私達は　医療、介護、福祉を通じ地域に貢献する。
2.私達は　多くの方々に愛される施設をめざす。
3.私達は　調和のとれた、豊かな人間性の育成に
              つとめ、誇りと責任を持ち、日々研鑽
　　　　　を重ねる。
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当初、令和2年3月末に開催予定しておりました
北大阪地域連携カンファレンスは、新型コロナウ
イルスの影響を受け、開催延期を余儀なくされま
した。カンファレンス開催に期待していただいた
先生方には、大変ご迷惑とご心配をおかけし、深
くお詫び申し上げます。
このカンファレンスは、2019年よりスタートし
当院と地域の先生方との情報交流の場として運
営しており、当院にとりましても重要な位置づけ
をしております。そこで、急遽、WEBフォーラム
の形式に変更し開催することといたしました。開
催がWEB形式のため、インターネット環境のイ
ンフラ整備など事前準備が必要となり、幾度とな
く主催者さまと打ち合わせを行い、多大なご支援・
ご協力をいただきました。当日の参加は、総勢90
名。WEB形式の講演会でしたが、多くの先生方に
ご参加いただけ、スタッフ一同、胸をなでおろし
ました。開催は、令和2年11月14日。講師に関西
医科大学の先生方をお招きし、地域の診療所や
クリニックの先生方へライブ配信スタイルで実
施いたしました。今回のWEBフォーラムは、演題
が2題となりました。
1題目の特別講演は、関西医科大学総合医療セン
ターの救急医学科　吉矢和久先生の「当救命救急
センターの現状報告」。2題目の特別講演は、関西
医科大学附属病院の循環器内科 宮坂陽子先生の

「心房細動の心血管イベント予測-不整脈薬物治
療ガイドラインを踏まえた最適な治療方法とはー」
です。2題の講演共に、この新型コロナ禍での最
前線の治療現場のお話をいただきました。
現在、大阪府下での新型コロナウイルス感染症増

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年は新型コロナ禍の中、多くの方々にご指導、
ご支援を賜り、前進の一年とさせていただきまし
た。誠にありがとうございました。職員一同厚く
お礼申し上げます。
新型コロナウイルスの猛威は世界的な広がりを
見せ、未だ先の見えない状況が続き、経済、医療、
社会生活は、私たちが経験した事のない未曾有の
事態に陥っています。
私たちが携わる医療・介護の現場は、人と人との
三密を回避できないのが実態です。人が集まるこ
とが制限されているために、病院、施設では、ご家
族さまとの面会・面談が十分行えない、職員間の
十分なコミュニケーションができない、教育の機
会の減少などの多くの課題に直面しています。
その対策として、オンライン診療、面会、会議、研修、
テレワーク等、様々な分野でのＩＴ化を推し進め
ているところであります。
そんな状況の中で、興味深い話題がありました。
最年少記録を次々と塗り替えてきた将棋界の若
手ホープ・藤井聡太2冠の事です。彼の強さの秘密
は何か。永世竜王、永世王位、永世王等多くの

称号を保持している羽生善治氏は「創造的な出来
事の99％は、過去にあった出来事の、今までなか
った組み合わせ」であり、彼にはその創造性があ
ると評しています。また、彼の師匠である杉本昌
隆八段は「藤井聡太の強さの秘密は『悔しがる力』
と『地味で非効率的な勉強法』にある」と語ってい
ます。それぞれの仕事の分野で向上を目指す者に
とって、大変示唆に富んだ言葉であると思います。
コロナ禍という難局を乗り越える上で大事だと
思うのは、“ダイヤの原石はダイヤでなければ磨く
ことができない”という原理です。人や組織も、試
練との悪戦苦闘によって鍛えられ、飛躍を遂げて
いけるのではないでしょうか。私たち清水会グル
ープは、コロナ禍を一つの分岐点ととらえ、創造
性と地道な挑戦でこの難局を乗り越えて参りた
いと思います。
今年の干支は丑。十二支の2番目の干支であるこ
とから子年に蒔いた種が芽を出して成長する時
期とされ、まだ結果を求める時期ではなく、結果
につながる道をコツコツと作り、基礎を積み上げ
ていく時期とされます。黙々と目の前の自分の仕
事をこなすことが将来の成功につながると考え
て励みたいものです。
末筆になりますが、皆さまにおかれましては、健
康にはくれぐれも留意されるとともに、本年も倍
旧のご指導とご支援を賜りますようお願い申し
上げ、私の新年のあいさつとさせていただきます。

加に伴い、感染症対策の徹底が叫ばれています。
先生方の講演でコロナ感染の経過や治療法、病院
内での感染対策のお話をいただき、いかに「マス
ク装着・手指消毒（手洗い）」「3つの密」「ソーシャ
ルディスタンス」を徹底することが重要であるこ
とを深く学びました。
当院としても、今回の学習も踏まえつつ、地域の方々
に安心して治療に来ていただける病院としてス
タッフ一同、より良い医療・介護サービスを提供
できるよう研鑽してまいります。
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一つ目は、11月7日（土）に開催させていただいた
『ご入居者さま意見交換会』。生活されている上で
感じておられる事を生の声としてお聞かせいた
だき、よりよいサービスにつなげていく事を目的
として、ご入居者さまを代表して7名の方にご参
加いただきました。
結果、「食事の味がうすい時に使える醤油などの
調味料を置いてほしい」、「ナースコールで呼んだ
時に態度の悪い職員がいる」、「職員さんにいつも
してもらって気を遣うので、自分で洗濯機を使わ
せてほしい」といった、貴重なご意見をお伺いす
る事ができました。今回、いただいたご意見をで
きる限り実現または、改善できるように取り組ん
でいきたいと考えております。今後はこの取り組
みを発展させ、『城東さくら苑町内会』を発足、町
内会長などの役員をご入居者さまから選出し、活
動していただく予定です。

皆さま、新年あけましておめでとうございます。
特別養護老人ホーム城東さくら苑・施設長の冨田でございます。旧年
中は皆さまから種々ご指導とご鞭撻を賜り、誠にありがとうござい
ました。さて、城東さくら苑は本年4月に満2年を迎えます。職員一同、
新たな決意で 『法人理念』 の具体化と、施設方針 「その人らしい暮ら
しの継続を笑顔でサポート」 「家族の心の拠り所となる」 「介護を科
学する」 の実践に取り組んでまいります。
ご入居者さまに「生きがいと幸せ」を感じていただき、ご家族さまが
安心していただける質の高い介護サービスを提供するために、我々職
員自身が努力研鑽し、精神力・技術力を向上させる一年となるよう頑
張ります。どうか今年もよろしくお願い致します。

二つ目は、11月14日（土）に開催させていただい
た『城東さくら苑アートミュージアム2020』。
8月中旬の企画始動から約3か月半の間、各ユニ
ットのご入居者さま同士、さらに職員が毎日のよ
うに作品を完成させていく中で協力し合い、関係
性を深めていく事にもつながりました。
当日は、他のユニットの方々の作品を興味深く鑑
賞されたり、ご自分が制作に関わられた作品の前
で記念撮影をされるなど、みなさんがとても楽し
んでおられるお姿が印象的でした。
会場内に設置したたこ焼き&フライドポテトの
軽食コーナーも大好評でした。

心の距離を縮めるというテーマに沿って考案し
た各種の取り組みでしたが、無理なく普段の業務
の中に浸透させていく事ができたようで、今後も
継続・発展させていきたい内容のものばかりであ
ったように感じます。新型コロナウィルス感染対
策が終息するのかどうか全く目途が立っていな
い現状で、ご入居者さまやご家族さまにご満足い
ただけるサービスを提供するために、今年も昨年
同様、従来の方法にとらわれない新しい取り組み
を実現させていける施設でありたいと考えてお
ります。
※各行事につきましても感染対策を十分に行った
　上で実施しております。
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